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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 が 通 る 液 体 路 と 、 気 体 が 通 る 気 体 路 と を 有 し 、 先 端 部 に 液 体 及 び 気 体 が 合 流 す る 円  
筒 形 状 の 合 流 凹 部 が 形 成 さ れ た 内 視 鏡 に お い て 、
　 前 記 液 体 路 の 一 端 側 及 び 前 記 気 体 路 の 一 端 側 は 前 記 合 流 凹 部 と 連 通 し て お り 、
　 前 記 気 体 路 と 前 記 合 流 凹 部 と の 第 １ 連 通 孔 の 大 き さ は 、 前 記 液 体 路 と 前 記 合 流 凹 部 と の  
第 ２ 連 通 孔 の 大 き さ よ り も 大 き く 、
　 前 記 合 流 凹 部 は 、 円 形 の 底 面 を 有 し 、 前 記 先 端 部 の 先 端 面 に 開 口 し て お り 、
　 前 記 第 １ 連 通 孔 及 び 前 記 第 ２ 連 通 孔 は 、
　 前 記 合 流 凹 部 の 前 記 底 面 か ら 側 面 に か け て 形 成 さ れ 、
　 前 記 底 面 の 径 方 向 に 互 い に 離 隔 し て お り 、
前 記 底 面 か ら の 前 記 合 流 凹 部 の 軸 長 方 向 の 寸 法 は 、 前 記 第 １ 連 通 孔 が 前 記 第 ２ 連 通 孔 よ り  
も 長 い こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 連 通 孔 で は 、 前 記 気 体 路 の 軸 長 方 向 で の 寸 法 が 、 前 記 気 体 路 の 軸 長 方 向 と 交 差  
す る 方 向 で の 寸 法 よ り も 長 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 気 体 路 に は 、 前 記 一 端 側 に 、 気 体 を 前 記 第 １ 連 通 孔 に 案 内 す る 気 体 案 内 壁 が 形 成 さ  
れ て お り 、
　 前 記 気 体 案 内 壁 は 、 前 記 気 体 路 の 軸 長 方 向 に 対 し て 斜 め に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  

請求項の数　5　（全12頁）
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す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 液 体 路 に は 、 前 記 一 端 側 に 、 液 体 を 前 記 第 ２ 連 通 孔 に 案 内 す る 液 体 案 内 壁 が 形 成 さ  
れ て お り 、
　 前 記 液 体 案 内 壁 は 、 前 記 液 体 路 の 軸 長 方 向 に 対 し て 垂 直 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 液 体 路 は 、
　 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、
　 前 記 一 端 側 に 、 縮 径 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 先 端 部 に 液 体 及 び 気 体 が 合 流 す る 合 流 凹 部 が 形 成 さ れ た 内 視 鏡 に 関 す る 。
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ２ ０ 年 １ ０ 月 ２ 日 出 願 の 日 本 出 願 第 ２ ０ ２ ０ － １ ６ ７ ７ ５ ３ 号 に 基 づ く  
優 先 権 を 主 張 し 、 前 記 こ れ ら の 日 本 出 願 に 記 載 さ れ た 全 て の 記 載 内 容 を 援 用 す る も の で あ  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 気 体 路 及 び 液 体 路 を 有 し 、 気 体 路 及 び 液 体 路 の 先 端 が 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入  
部 の 先 端 部 で 連 通 し て い る 内 視 鏡 が 広 く 普 及 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 送 気 路 管 （ 気 体 路 ） と 送 水 路 管 （ 液 体 路 ） と の 連 通 部 分 に お  
い て 、 送 気 路 管 の 開 口 の 大 き さ を 、 空 気 又 は 水 を 噴 射 す る ノ ズ ル の 開 口 の 大 き さ よ り 小 さ  
く す る こ と に よ り 、 送 水 操 作 時 に 水 が 送 気 路 管 側 に 逆 流 せ ず 、 そ の 後 の 送 気 操 作 時 に 空 気  
と 共 に 水 滴 が 噴 出 す る こ と を 抑 制 で き る 内 視 鏡 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ９ ０ １ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 液 体 及 び 気 体 が 合 流 す る 合 流 凹 部 が 形 成 さ れ 、 液 体 又 は 気 体 が  
斯 か る 合 流 凹 部 を 介 し て ノ ズ ル に 流 れ る 内 視 鏡 で は 、 ノ ズ ル か ら 気 体 の み を 噴 射 す る 送 気  
操 作 時 に 、 合 流 凹 部 内 と 液 体 路 内 と の 圧 力 差 に よ り 、 液 体 路 内 の 液 体 が 吸 い 上 げ ら れ 、 気  
体 と 共 に ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 問 題 が 生 じ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の 内 視 鏡 で は 、 こ の よ う な 問 題 に つ い て 考 慮 し て お ら ず 、 解 決 で き  
な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 斯 か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 送 気 操  
作 時 に 、 液 体 路 内 の 液 体 が 吸 い 上 げ ら れ て 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ る こ と を 防 止 で き る 内 視 鏡  
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 は 、 液 体 が 通 る 液 体 路 と 、 気 体 が 通 る 気 体 路 と を 有 し 、 先 端 部 に 液  
体 及 び 気 体 が 合 流 す る 合 流 凹 部 が 形 成 さ れ た 内 視 鏡 に お い て 、 前 記 液 体 路 の 一 端 側 及 び 前  
記 気 体 路 の 一 端 側 は 前 記 合 流 凹 部 と 連 通 し て お り 、 前 記 気 体 路 と 前 記 合 流 凹 部 と の 第 １ 連  
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通 孔 の 大 き さ は 、 前 記 液 体 路 と 前 記 合 流 凹 部 と の 第 ２ 連 通 孔 の 大 き さ よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 前 記 気 体 路 と 前 記 合 流 凹 部 と の 第 １ 連 通 孔 の 大 き さ は 、 前 記 液 体 路  
と 前 記 合 流 凹 部 と の 第 ２ 連 通 孔 の 大 き さ よ り も 大 き い の で 、 ノ ズ ル か ら 気 体 の み を 噴 射 す  
る 送 気 操 作 の 場 合 、 前 記 第 １ 連 通 孔 付 近 に て 空 気 の 速 度 が 上 昇 す る こ と を 抑 制 し 、 前 記 液  
体 路 内 の 液 体 が 吸 い 上 げ ら れ る こ と を 防 止 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 送 気 操 作 時 に 、 液 体 路 内 の 液 体 が 吸 い 上 げ ら れ て 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ  
る こ と を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 内 視 鏡 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 先 端 部 の 先 端 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 先 端 部 の 構 成 を 説 明 す る 部 分 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 合 流 凹 部 の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｖ I － Ｖ I 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 合 流 凹 部 及 び 送 気 連 繋 部 の 連 通 状 態 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 連 通 孔 及 び 第 ２ 連 通 孔 の 大 き さ が 同 一 で あ る 場 合 と 、 第 ２ 連 通 孔 よ り も 第 １  
連 通 孔 の 大 き さ が 大 き い 場 合 と の 空 気 の 流 れ を 示 す シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 内 視 鏡 の 合 流 凹 部 の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 内 視 鏡 の 合 流 凹 部 の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 内 視 鏡 １ ０ の 外 観 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の 内 視  
鏡 １ ０ は 、 撮 像 手 段 を 有 し 、 被 検 体 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ４ と 、 挿 入 部 １ ４ を 操  
作 す る 操 作 部 ２ ０ と 、 図 示 し な い プ ロ セ ッ サ 、 光 源 装 置 及 び 送 気 送 水 装 置 等 に 接 続 さ れ る  
コ ネ ク タ 部 ２ ４ と を 備 え る 。
　 挿 入 部 １ ４ は 、 折 止 部 １ ６ を 介 し て 操 作 部 ２ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 操 作 部 ２ ０ は ユ ニ バ  
ー サ ル コ ー ド ２ ５ を 介 し て コ ネ ク タ 部 ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ５ は 、 柔 軟 性 を 有 し て お り 、 挿 入 部 １ ４ の 前 記 撮 像 手 段 か ら の 電  
気 信 号 を コ ネ ク タ 部 ２ ４ に 送 る 電 気 線 と 、 コ ネ ク タ 部 ２ ４ か ら 送 ら れ る 水 が 通 る 水 路 及 び  
空 気 が 通 る 気 路 と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 操 作 部 ２ ０ は 、 把 持 部 ２ ０ ５ と 、 給 水 又 は 給 気 等 の 指 示 を ユ ー ザ か ら 受 け 付 け る た め の  
ボ タ ン ２ ０ １ と 、 後 述 す る 湾 曲 部 １ ２ の 湾 曲 を 操 作 す る 湾 曲 ノ ブ ２ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 把 持 部 ２ ０ ５ は 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 挿 入 部 １ ４ に 向 か っ て 縮 径 し て い る 。 把 持 部  
２ ０ ５ に は 挿 入 部 １ ４ 側 寄 り に 、 処 置 具 等 を 挿 入 す る た め の チ ャ ン ネ ル 入 口 ２ ２ が 設 け ら  
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挿 入 部 １ ４ は 、 細 径 の 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 湾 曲 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 先 端 側 の 一  
端 か ら 順 に 先 端 部 １ ３ 、 湾 曲 部 １ ２ 及 び 軟 性 部 １ １ を 有 す る 。 湾 曲 部 １ ２ は 、 湾 曲 ノ ブ ２  
１ の 操 作 に 応 じ て 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 先 端 部 １ ３ は 、 円 柱 形 状 を 有 し て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ C h a r g e  C o u p l e d  D e v i c e ） 、 Ｃ Ｍ Ｏ  
Ｓ （ C o m p l e m e n t a r y  M e t a l  O x i d e  S e m i c o n d u c t o r ） 等 の 撮 像 手 段 、 観 察 光 学 系 等 を 含  
む 撮 像 ユ ニ ッ ト （ 図 示 せ ず ） が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 １ ３ の 先 端 面 １ ３ １ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 先 端 部 １ ３ の 先  
端 面 １ ３ １ は 円 形 状 で あ る 。 先 端 部 １ ３ に は 、 観 察 光 学 系 １ ３ ２ 、 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０  
、 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ 、 照 明 光 学 系 １ ３ ３ 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 先 端 面 １ ３ １ に は ２ つ の 照 明 光 学 系 １ ３ ３ が 隔 て て 設 け ら れ て お り 、 観 察 光 学 系 １ ３ ２  
は ２ つ の 照 明 光 学 系 １ ３ ３ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 先 端 面 １ ３ １ に お い て 、 送 気 送  
水 ノ ズ ル １ ４ ０ 、 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ が 観 察 光 学 系 １ ３ ２ か ら 離 隔 し て 設 け ら れ て い る 。  
送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ は 観 察 光 学 系 １ ３ ２ に 向 け て 空 気 又 は 水 を 噴 射 し 、 照 明 光 学 系 １ ３  
３ は 照 射 光 を 射 出 し て 被 写 体 を 照 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 先 端 部 １ ３ の 構 成 を 説 明 す る 部 分 的 断 面 図 で あ る 。
　 先 端 部 １ ３ の 先 端 面 １ ３ １ に は 、 操 作 部 ２ ０ か ら 送 ら れ た 空 気 及 び 水 が 合 流 す る 合 流 凹  
部 １ ３ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ は 一 部 が 合 流 凹 部 １ ３ ４ と 係 合 し て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 合 流 凹 部 １ ３ ４ は 断 面 視 円 形 で あ り 、 先 端 部 １ ３ の 軸 長 方 向 に 延 び る 。 合 流 凹 部 １ ３ ４  
は 長 手 方 向 に お い て 先 端 面 １ ３ １ 寄 り の 一 端 側 が 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ と 係 合 し て い る 。  
ま た 、 合 流 凹 部 １ ３ ４ は 他 端 側 が 後 述 す る 気 体 路 ３ ０ 及 び 液 体 路 ４ ０ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ は 、 断 面 視 円 形 の 筒 部 １ ４ ３ と 、 筒 部 １ ４ ３ の 一 端 側 の 開 口 端 を  
覆 う 蓋 部 １ ４ ２ と を 有 す る 。 蓋 部 １ ４ ２ 及 び 筒 部 １ ４ ３ は 一 体 形 成 さ れ て い る 。 筒 部 １ ４  
３ は 、 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 内 径 よ り も 少 し 小 さ い 外 径 を 有 し て お り 、 大 部 分 が 合 流 凹 部 １ ３  
４ に 内 嵌 さ れ て い る 。 蓋 部 １ ４ ２ は 、 円 盤 形 状 を 有 し て お り 、 筒 部 １ ４ ３ の 外 径 よ り も 大  
き い 径 を 有 し て い る 。 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ が 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 係 合 さ れ た 状 態 で 、 蓋 部  
１ ４ ２ の み が 先 端 面 １ ３ １ に 露 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ は 、 空 気 又 は 水 が 出 射 さ れ る 出 射 口 １ ４ １ を 有 す る 。 出 射  
口 １ ４ １ は 略 長 円 形 状 で あ り 、 観 察 光 学 系 １ ３ ２ に 向 い て 開 口 し て い る 。 出 射 口 １ ４ １ は  
筒 部 １ ４ ３ に お い て 蓋 部 １ ４ ２ 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 合 流 凹 部 １ ３ ４ は 、 上 述 の 如 く 、 他 端 側 が 気 体 路 ３ ０ 及 び 液 体 路 ４ ０ と 連 通 し て い る 。  
気 体 路 ３ ０ は 前 記 送 気 送 水 装 置 か ら 送 ら れ る 気 体 （ 例 え ば 、 空 気 ） を 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４  
０ に 供 給 す る 。 ま た 、 液 体 路 ４ ０ は 前 記 送 気 送 水 装 置 か ら 送 ら れ る 液 体 （ 例 え ば 、 水 ） を  
送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 気 体 路 ３ ０ は 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ 及 び 送 気 連 繋 部 ３ １ を 含 む 。 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ は 送 気  
連 繋 部 ３ １ を 介 し て 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 他 端 側 と 連 通 し て い る 。 ま た 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ は  
、 挿 入 部 １ ４ を 長 手 方 向 に 貫 通 し て お り 、 湾 曲 部 １ ２ 及 び 先 端 部 １ ３ を 跨 る よ う に 設 け ら  
れ て い る 。 即 ち 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ の 一 端 は 送 気 連 繋 部 ３ １ と 連 結 さ れ て お り 、 送 気 チ ュ  
ー ブ ３ ２ の 他 端 は 操 作 部 ２ ０ 及 び コ ネ ク タ 部 ２ ４ を 経 由 し て 前 記 送 気 送 水 装 置 に 連 結 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 液 体 路 ４ ０ は 、 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ 及 び 送 水 連 繋 部 ４ １ を 含 む 。 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２  
は 、 送 水 連 繋 部 ４ １ を 介 し て 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 他 端 側 と 連 通 し て い る 。 ま た 、 送 水 チ ュ ー  
ブ ４ ２ は 、 挿 入 部 １ ４ を 長 手 方 向 に 貫 通 し て お り 、 湾 曲 部 １ ２ 及 び 先 端 部 １ ３ を 跨 る よ う  
に 設 け ら れ て い る 。 即 ち 、 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ の 一 端 は 送 水 連 繋 部 ４ １ と 連 結 さ れ て お り 、  
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送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ の 他 端 は 操 作 部 ２ ０ 及 び コ ネ ク タ 部 ２ ４ を 経 由 し て 前 記 送 気 送 水 装 置 に  
連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ４ の Ｖ  
－ Ｖ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ６ は 、 図 ４ の Ｖ I － Ｖ I 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ７ は 、 合  
流 凹 部 １ ３ ４ 及 び 送 気 連 繋 部 ３ １ の 連 通 状 態 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 図 ７ に お い て は 、  
合 流 凹 部 １ ３ ４ 及 び 送 気 連 繋 部 ３ １ の 輪 郭 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 送 気 連 繋 部 ３ １ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ か ら 流 れ 込 む 空 気 を 合  
流 凹 部 １ ３ ４ に 送 る 。 送 気 連 繋 部 ３ １ は 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ の 内 径 と 等 し い 径 を 有 し て お  
り 、 上 流 側 の 端 が 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ と 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 送 気 連 繋 部 ３ １ で は 、 下 流  
側 の 端 に 、 空 気 を 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 案 内 す る 気 体 案 内 壁 ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 気 体 案 内  
壁 ３ ３ は 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 送 気 連 繋 部 ３ １ 及 び 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 連 通 部 分 に は 第 １ 連 通 孔 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。  
第 １ 連 通 孔 ３ ４ は 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 で の 寸 法 Ｌ １ が 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方  
向 と 交 差 す る 方 向 で の 寸 法 Ｌ ２ よ り も 長 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 即 ち 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ は 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 向 け て 開 口 し て  
い る 直 交 開 口 部 ３ ４ １ （ 図 ５ 及 び 図 ７ 参 照 ） と 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 と 平 行 な 方 向  
に 向 け て 開 口 し て い る 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ （ 図 ６ 及 び 図 ７ 参 照 ） と を 含 ん で い る 。 直 交 開 口  
部 ３ ４ １ が 、 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ よ り 広 い 。 即 ち 、 上 述 の 如 く 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ は 、 寸 法 Ｌ  
１ が 、 寸 法 Ｌ ２ よ り も 長 い の で 、 直 交 開 口 部 ３ ４ １ が 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ よ り 広 い 。 直 交 開  
口 部 ３ ４ １ は 図 ５ に て 略 矩 形 に 見 え る 領 域 で あ り 、 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ は 図 ６ に て 略 凸 レ ン  
ズ 状 に 見 え る 領 域 （ 図 ６ の 太 い 線 参 照 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 送 水 連 繋 部 ４ １ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ か ら 流 れ 込 む 水 を 合 流  
凹 部 １ ３ ４ に 送 る 。 送 水 連 繋 部 ４ １ は 、 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ の 内 径 と 等 し い 径 を 有 し て お り  
、 上 流 側 の 端 が 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ と 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 送 水 連 繋 部 ４ １ で は 、 下 流 側  
の 端 に 、 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ か ら の 水 を 合 流 凹 部 １ ３ ４ 内 に 案 内 す る 液 体 案 内 壁 ４ ３ が 形 成  
さ れ て い る 。 液 体 案 内 壁 ４ ３ は 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 送 水 連 繋 部 ４ １ 及 び 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 連 通 部 分 に は 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。  
即 ち 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ と 同 様 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ は 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る  
方 向 に 向 け て 開 口 し て い る 直 交 開 口 部 （ 図 示 せ ず ） と 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 平 行  
な 方 向 に 向 け て 開 口 し て い る 平 行 開 口 部 ４ ４ ２ （ 図 ６ 参 照 ） と を 含 ん で い る 。 第 １ 連 通 孔  
３ ４ と 同 様 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 前 記 直 交 開 口 部 は 略 矩 形 の 領 域 で あ り 、 平 行 開 口 部 ４ ４ ２  
は 略 凸 レ ン ズ 状 の 領 域 で あ る （ 図 ６ の 太 い 線 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ は 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 で の 寸 法 Ｌ ３ が 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長  
方 向 と 交 差 す る 方 向 で の 寸 法 Ｌ ４ よ り も 長 い 。 一 方 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 の 寸 法 は  
、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 の 寸 法 よ り も 短 い （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 即 ち 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 寸 法 Ｌ ３ は 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 寸 法 Ｌ １ よ り も 短 く （ 図 ４ 参 照  
） 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 寸 法 Ｌ ４ は 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 寸 法 Ｌ ２ と 略 等 し い （ 図 ４ 及 び 図 ６  
参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 折 止 部 １ ６ 側 か ら 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ を 通 っ て 送 ら れ て く る 空 気 は 、 送 気 連 繋 部 ３ １ を  
介 し て 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 流 れ 込 み 、 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ を 通 っ て 送 ら れ て く る 水 は 、 送 水 連  
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繋 部 ４ １ を 介 し て 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 流 れ 込 む 。 以 降 、 空 気 及 び 水 は 、 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ４  
０ に 流 れ 込 み 、 出 射 口 １ ４ １ を 介 し て 観 察 光 学 系 １ ３ ２ に 向 け て 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 空 気 の み を 出 射 口 １ ４ １ か ら 噴 射 さ せ る 送 気 操 作 の 場 合 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 付 近 で  
の 空 気 圧 と 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 で の 空 気 圧 と の 差 が 発 生 す る 。 即 ち 、 空 気 の み を 出 射 口 １  
４ １ か ら 噴 射 さ せ る 場 合 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 付 近 で あ っ て 、 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 他 端 側 の Ｐ  
１ 位 置 の 空 気 圧 と 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 表 面 近 傍 の Ｐ ２ 位 置 の 空 気 圧 と の 差 が 発 生 す  
る 。 斯 か る 空 気 圧 の 差 は 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 を 送 水 連 繋 部 ４ １ か ら 吸 い 上 げ る 結 果  
を 招 き 、 ユ ー ザ の 本 来 の 意 図 と 異 な り 、 空 気 と 共 に 多 少 の 水 が 噴 射 さ れ る 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 、 実 施 の 形 態 １ の 内 視 鏡 １ ０ は 、 上 述 の 如 く 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 寸 法 Ｌ ４  
が 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 寸 法 Ｌ ２ と 略 等 し い が 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 寸 法 Ｌ ３ は 第 １ 連 通 孔 ３ ４  
の 寸 法 Ｌ １ よ り も 短 い 。 即 ち 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 大 き さ が 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 大 き さ よ り も  
大 き い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 よ っ て 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 及 び 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 大 き さ が 等 し い 場 合 に 比 べ て 、 第 １ 連 通  
孔 ３ ４ の 付 近 に お け る 空 気 の 流 速 の 増 加 を 抑 制 で き 、 か つ 、 空 気 の 流 れ が ス ム ー ズ に な り  
、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 付 近 で の 渦 の 発 生 を 抑 制 で き る 。 従 っ て 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 近 傍 、 即 ち 、  
Ｐ １ 位 置 に お け る 空 気 圧 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ は 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 及 び 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 大 き さ が 同 一 で あ る 場 合 と 、 第 ２ 連 通 孔  
４ ４ よ り も 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 大 き さ が 大 き い 場 合 と の 空 気 の 流 れ を 示 す シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  
結 果 で あ る 。 即 ち 、 図 ８ Ａ は 従 来 の 内 視 鏡 を 示 し て お り 、 図 ８ Ｂ は 実 施 の 形 態 １ の 内 視 鏡  
１ ０ を 示 し て い る 。
　 な お 、 図 ８ に お い て 、 矢 印 の 方 向 は 空 気 の 流 れ 方 向 を 示 し 、 矢 印 の 長 さ は 空 気 の 速 度 を  
示 し 、 明 暗 も 空 気 の 速 度 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 Ｐ １ 位 置 （ 図 ８ 中 ○ 部 分 ） に お け る 矢 印 の 長 さ は 、 図 ８ Ｂ の 方  
が 、 図 ８ Ａ よ り も 短 い 。 即 ち 、 Ｐ １ 位 置 に お け る 空 気 の 速 度 は 図 ８ Ｂ が 図 ８ Ａ よ り も 抑 制  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ の 内 視 鏡 １ ０ で は 、 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 他 端 側 の Ｐ １ 位 置 の  
空 気 の 速 度 を 抑 制 し 、 Ｐ １ 位 置 の 空 気 圧 と 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 表 面 近 傍 の Ｐ ２ 位 置  
の 空 気 圧 と の 間 に 差 が 発 生 す る こ と を 抑 え る こ と が で き る 。 よ っ て 、 空 気 の み を 出 射 口 １  
４ １ か ら 噴 射 さ せ る 送 気 操 作 の 場 合 、 空 気 と 共 に 多 少 の 水 が 噴 射 さ れ る 問 題 を 未 然 に 防 止  
で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 実 施 の 形 態 １ の 内 視 鏡 １ ０ は 、 上 述 の 如 く 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ は 、 寸 法 Ｌ １ が 寸 法  
Ｌ ２ よ り も 長 く 、 直 交 開 口 部 ３ ４ １ が 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ よ り 広 い 。 よ っ て 、 直 交 開 口 部 ３  
４ １ を 通 っ て 合 流 凹 部 １ ３ ４ 内 に 流 れ 込 む 空 気 の 割 合 が 、 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ を 通 っ て 合 流  
凹 部 １ ３ ４ 内 に 流 れ 込 む 空 気 の 割 合 よ り も 多 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 図 ８ Ｂ で は 、 空 気 の 流 れ に お い て 高 速 の 部 分 、 即 ち 、 濃 度 の 濃 い 部 分 が 、 図 ８  
Ａ よ り も 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ か ら 遠 方 に シ フ ト し て い る 。
　 即 ち 、 実 施 の 形 態 １ の 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 空 気 の 流 れ が 高 速 で あ る 部 分 を 、 第 ２ 連  
通 孔 ４ ４ か ら 遠 方 に シ フ ト さ せ る こ と に よ っ て 、 Ｐ １ 位 置 に お け る 空 気 圧 の 低 下 抑 制 に 相  
乗 効 果 を も た ら し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ９ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 内 視 鏡 １ ０ の 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 図  
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で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 送 気 連 繋 部 ３ １ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 上 流 側 の 端 が 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ と 連 結 さ  
れ て い る 。 ま た 、 送 気 連 繋 部 ３ １ で は 、 下 流 側 の 端 に 、 空 気 を 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 案 内 す る  
気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ は 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 に 対  
し て 斜 め に 形 成 さ れ て お り 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 下 流 側 に 向 か う に つ れ て 、 送 気 連 繋 部 ３ １  
の 径 方 向 の 寸 法 が 短 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 送 気 連 繋 部 ３ １ 及 び 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 連 通 部 分 に は 第 １ 連 通 孔 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。  
実 施 の 形 態 １ と 同 様 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ は 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 向  
け て 開 口 し て い る 直 交 開 口 部 ３ ４ １ （ 図 ５ 及 び 図 ７ 参 照 ） と 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向  
と 平 行 な 方 向 に 向 け て 開 口 し て い る 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ （ 図 ６ 及 び 図 ７ 参 照 ） と を 含 ん で お  
り 、 直 交 開 口 部 ３ ４ １ が 、 平 行 開 口 部 ３ ４ ２ よ り 広 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 送 水 連 繋 部 ４ １ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 上 流 側 の 端 が 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ と 連 結 さ  
れ て い る 。 ま た 、 送 水 連 繋 部 ４ １ で は 、 下 流 側 の 端 に 、 水 を 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 案 内 す る 液  
体 案 内 壁 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 液 体 案 内 壁 ４ ３ は 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る  
よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 送 水 連 繋 部 ４ １ 及 び 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 連 通 部 分 に は 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。  
実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ は 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る 方 向 に  
向 け て 開 口 し て い る 直 交 開 口 部 （ 図 示 せ ず ） と 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 に 平 行 で あ る  
方 向 に 向 け て 開 口 し て い る 平 行 開 口 部 ４ ４ ２ （ 図 ６ 参 照 ） と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ の 内 視 鏡 １ ０ で は 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ か ら の 空 気 を 合 流 凹  
部 １ ３ ４ 内 に 案 内 す る 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ が 、 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 に 対 し て 斜 め に 形  
成 さ れ て お り 、 液 体 案 内 壁 ４ ３ は 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 よ っ て 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 付 近 に て 、 空 気 が 急 激 に 向 き を 変 え ず に 、 ス ム ー ズ に 流 れ る  
。 従 っ て 、 渦 の 発 生 が 抑 制 で き 、 か つ 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 付 近 に お い て 空 気 の 流 れ の 高 速 部  
分 を 、 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ か ら 一 層 遠 い 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 付 近 に シ フ ト さ せ る こ と が で き る 。 こ  
れ に よ り 、 Ｐ １ 位 置 （ 図 ４ 参 照 ） に お い て 空 気 の 流 れ が 低 減 す る の で 、 Ｐ １ 位 置 と Ｐ ２ 位  
置 と の 間 で 空 気 圧 の 差 が 発 生 す る こ と を 抑 制 で き 、 送 気 操 作 の 場 合 、 空 気 と 共 に 多 少 の 水  
が 噴 射 さ れ る 問 題 を 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 更 に 、 実 施 の 形 態 ２ で は 、 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ 及 び 液 体 案 内 壁 ４ ３ 間 の 距 離 （ 図 ９ 中 の 実  
線 の 矢 印 参 照 ） が 、 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ が 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る よ う に 設 け  
ら れ た 場 合 の 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ 及 び 液 体 案 内 壁 ４ ３ 間 の 距 離 （ 図 ９ 中 の 破 線 の 矢 印 参 照 ）  
よ り も 長 い 。 よ っ て 、 第 １ 連 通 孔 ３ ４ 付 近 に お い て 空 気 の 流 れ の 高 速 部 分 が 送 水 連 繋 部 ４  
１ か ら 遠 く な り 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 が 上 述 し た 空 気 圧 の 差 の 影 響 を 受 け 難 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 １ ０ は 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 内 視 鏡 １ ０ の 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大  
図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 送 気 連 繋 部 ３ １ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 上 流 側 の 端 が 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ と 連 結 さ  
れ て い る 。 ま た 、 送 気 連 繋 部 ３ １ で は 、 下 流 側 の 端 に 、 空 気 を 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 案 内 す る  
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気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ は 送 気 連 繋 部 ３ １ の 軸 長 方 向 に 対  
し て 斜 め に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 送 気 連 繋 部 ３ １ 及 び 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 連 通 部 分 に は 第 １ 連 通 孔 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。  
第 １ 連 通 孔 ３ ４ の 形 状 は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ り 、 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 送 水 連 繋 部 ４ １ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 上 流 側 の 端 が 送 水 チ ュ ー ブ ４ ２ と 連 結 さ  
れ て い る 。 ま た 、 送 水 連 繋 部 ４ １ で は 、 下 流 側 の 端 に 、 水 を 合 流 凹 部 １ ３ ４ に 案 内 す る 液  
体 案 内 壁 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 液 体 案 内 壁 ４ ３ は 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る  
よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 更 に 、 送 水 連 繋 部 ４ １ は 、 軸 長 方 向 に お け る 中 間 部 に 、 下 流 側 に 向 け て 径 が 徐 々 に 小 さ  
く な る 縮 径 部 ４ １ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 縮 径 部 ４ １ Ａ よ り も 上 流 側 は 、 縮 径 部 ４ １ Ａ よ り  
も 下 流 側 よ り も 径 が 大 き い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 送 水 連 繋 部 ４ １ 及 び 合 流 凹 部 １ ３ ４ の 連 通 部 分 に は 第 ２ 連 通 孔 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。  
第 ２ 連 通 孔 ４ ４ の 形 状 は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ り 、 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ３ の 内 視 鏡 １ ０ で は 、 送 水 連 繋 部 ４ １ に 縮 径 部 ４ １ Ａ が 形 成  
さ れ て お り 、 縮 径 部 ４ １ Ａ よ り も 下 流 側 で は 、 上 流 側 よ り も 径 が 小 さ い 。 即 ち 、 送 水 連 繋  
部 ４ １ の 下 流 側 の 径 が 小 さ く な っ て い る の で 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 の 表 面 張 力 が 高 ま  
り 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 が Ｐ １ 位 置 及 び Ｐ ２ 位 置 （ 図 ４ 参 照 ） の 間 で 発 生 し た 空 気 圧  
の 差 の 影 響 を 受 け 難 い 。 従 っ て 、 Ｐ １ 位 置 及 び Ｐ ２ 位 置 の 間 に 空 気 圧 の 差 が 発 生 し た 場 合  
で も 、 送 水 連 繋 部 ４ １ 内 の 残 水 の 吸 い 上 げ が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 に お い て は 、 液 体 案 内 壁 ４ ３ が 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 と 直 交 す る よ う に 形 成 さ  
れ て い る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 液 体 案  
内 壁 ４ ３ が 、 気 体 案 内 壁 ３ ３ Ａ と 同 様 に 、 送 水 連 繋 部 ４ １ の 軸 長 方 向 に 対 し て 斜 め に 形 成  
さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 実 施 の 形 態 １ － ３ で 記 載 さ れ て い る 技 術 的 特 徴 （ 構 成 要 件 ） は お 互 い に 組 み 合 わ せ 可 能  
で あ り 、 組 み 合 わ せ す る こ と に よ り 、 新 し い 技 術 的 特 徴 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 、 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら  
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 記 し た 意 味 で は な く 、 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ 、  
請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 及 び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １ ０   内 視 鏡
　 １ ３   先 端 部
　 １ ４   挿 入 部
　 ３ ０   気 体 路
　 ３ １   送 気 連 繋 部
　 ３ ３   気 体 案 内 壁
　 ３ ４   第 １ 連 通 孔
　 ４ ０   液 体 路
　 ４ １   送 水 連 繋 部
　 ４ １ Ａ   縮 径 部
　 ４ ３   液 体 案 内 壁
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　 ４ ４   第 ２ 連 通 孔
　 １ ３ ４   合 流 凹 部
　 １ ４ ０   送 気 送 水 ノ ズ ル
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7566924 B2 2024.10.15(10)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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